
第 5 回海外投融資委員会議事要旨 

１．日時 

平成 23年 11月 11日（金）15:00～17:00 

 

２．場所 

国際協力機構本部 6階特別会議室 

 

３．出席者 
（海外投融資委員会委員）浦田委員長 赤羽委員 荒木委員 柴田委員 横尾

委員 小野委員 柏木委員 佐藤委員 長島委員 前田委員、及び JICA 

 

４．議事・報告 

(1)議事 

東南アジアでの上水事業（出融資事業）係る事前説明 

 

(2)報告 

・ロンアン省環境配慮型工業団地関連事業（融資事業） 

・ 海外投融資候補案件 

・ その他 

 

５．議事の要旨 

(1) 審査結果及び意見等に係る事前検討 

 議題の案件に関して審査に先立ち、審査時に確認するべきポイント等を JICA

より報告した。 

 

１． 東南アジアでの上水事業に係る事前説明（出融資） 

 

（委員）出口戦略は複数の前提を置いた上で練って頂きたい。 

（JICA）了解した。 

（委員）水道料金の水準につき、更なる検討が必要と考える。 

（JICA）水道料金に係る規制を今後確認する。一方、JICA による技術協力で

有収率を向上させることも考えたい。 

（委員）本事業の出資者の各役割を明確にし、且つ JICAの出資・融資の上限

を定めておくべきと考える。 



（JICA）了解した。 

（委員）本事業は BOT法、PPP法の適用はどの程度受けるのか。 

（JICA）本事業は BOT法の適用を受ける。 

（委員）貧困層は水道料金を支払うことが難しいことを考慮し、貧困層向け

の料金設定が必要と考える。 

（JICA）貧困層向けの料金設定は必要と考える。今後検討する。 

（委員）本事業は円借款を想定していないが、その理由は。 

（JICA）今回は、政府だけでは対応できない莫大なインフラニーズに応える

べく、民間資金・JICA海外投融資制度を活用するもの。 

 

(2) 報告の要旨 
 １．ロンアン省環境配慮型工業団地関連事業（融資事業） 

JICAより、標題について委員に対し説明を行った。 

  

２．海外投融資候補案件 

JICAより、標題について委員に対し説明を行った。 

 

２． その他 

JICAより、海外投融資管理勘定、パイロットアプローチのレビュー、タイ洪

水対策について委員に対し説明を行った。 

以上 

 


